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主要研究テーマ：
トモシンセシス法を用いた歯科疾患
における診断応用

【著書】
１．河野寛二,三辺正人,原井一雄,杉山貴志,両角俊哉,
杉原俊太郎　マイクロスコープ・CBCTを用いた低侵襲
な歯周治療の実践 MINST/MIST 成功のためのロード
マップ， 第１版．

医歯薬出版 p.112-115 2020

２．秋月達也, 杉原俊太郎, 吾妻晋太郎：科学的根拠
に基づいた歯周外科治療- きれいに治る, 術後経過が
よい歯周外科治療のポイント 第4回・完 歯周組織再生
治療の実際.

日本歯科評論 76(4), p.95-102 2016

【論文】
１．杉原俊太郎,両⻆俊哉,香西雄介,印南永,泉雅浩,田
村利之,櫻井孝,三邉正人:トモシンセシス法を用いたパ
ノラマX線画像における歯周組織所見の主観的および
物理学的画質評価．

日本歯科保存学雑誌 63(5) 396 - 404 2020

２．杉原俊太郎,青山典生,和泉雄一,三辺 正人：歯周
病の罹患状態を反映するアンケート調査法の検討．

日本歯周病学会会誌 60(4) 183 - 191 2018

３．青山 典生, 呉 圭哲, 藤井 利哉, 喜田 さゆり, 高瀬
雅大, 杉原 俊太郎, 門田 大地, 三辺 正人:循環器疾患
患者におけるプロービング時の出血の有無と全身的
因子の関連の検討．

日本歯科保存学雑誌 64(2) 163 - 170 2021

４．杉之内有希, 杉原俊太郎, 三宅真次郎, 畠中玲奈,
木本茂成, 三辺正人, 山口徹太郎:上顎右側犬歯の埋
伏と歯牙腫による下顎左側小臼歯の萌出障害を伴う
Angle class I叢生症例．

神奈川歯学 54（2）113－120 2020

５．Toshiya Morozumi, Yohei Nakayama, Satoshi
Shirakawa, Kentaro Imamura, Kaname Nohno,
Takatoshi Nagano, Haruna Miyazawa, Takahiro Hokari,
Ryo Takuma, Shuntaro Sugihara, Kazuhiro Gomi,
Atsushi Saito, Yorimasa Ogata, Motohiro
Komaki:Effect of Locally Delivered Minocycline on the
Profile of Subgingival Bacterial Genera in Patients
with Periodontitis: A Prospective Pilot Study

Biomolecules 12（5）719 2022

【症例報告】
１ ． Taira A, Odawara S, Sugihara S, Sasaguri K ：
Assessment of Occlusal Function in a Patient with an
Angle Class I Spaced Dental Arch with Periodontal
Disease Using a Brux Checker.

Case Reports in Dentistry 3876297 2018
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